
市 の 人口
人 口 114,860人(+   160人)
男 55,963人(+   118人)
女 58,897人(+ 　42人)

世帯数 50,507世帯(+　  196)
※（　）内は前月比較

令和元年7月末現在

9
URASOE CITY PR MAGAZINE

2019 No. 717

市のホームページはこちら▶
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浦添市公式アプリは
こちら▶【表紙の写真】ゆいレール浦添前田駅（浦添市前田）

ゆいレール 那覇市ー浦添市延長

2019年

10月1日開業！



経塚駅
緑に囲まれた空間でゆっくり過ごす
　徒歩圏内には大型商業施設があり、近隣に住む市民なら
帰宅時の買い物も便利。経塚公園では、公園内に飲食店や
売店などの便益施設の設置も検討されており、子どもたちと
ゆったりとした休日が堪能できるエリアを計画しています。

❶浦添市への玄関口経塚駅。
発車オーライ！❷高いところか
ら見る景色は絶景です。

❶市内中心部にある浦添前田駅。観光客をおもてなし。❷地下トンネルは約600
メートル。結構長いぞ。❸駅内。浦添のステーションカラーの紫が映える。

❶

❷　　　

浦添前田駅
歴史・文化施設への
入り口に
　周辺には浦添グスク、て
だこホール、浦添市美術
館などがあり、観光客の文
化施設や行政施設へのア
クセス駅として機能。また
全国のモノレールでも珍し
い「地下トンネル」があるこ
とも注目です。

0
0
3
年
8
月
、
沖
縄
で
戦
後
初

の
鉄
道
と
な
る
沖
縄
都
市
モ
ノ

レ
ー
ル「
ゆ
い
レ
ー
ル
」が
開
通
し
ま
し
た
。

ゆ
い
レ
ー
ル
の「
ゆ
い
」は「
ゆ
い
ま
ー
る
」の

略
で「
結
び
つ
き
」「
め
ぐ
る
」と
い
う
意
味

が
あ
り
ま
す
。

　
地
域
を
結
び
、
人
と
人
と
を
結
ぶ
ゆ
い

レ
ー
ル
は
開
業
か
ら
16
年
に
な
り
、03
年
度

に
7
5
0
万
人
だ
っ
た
乗
客
数
が
18
年
度

に
は
1
9
0
6
万
人
に
増
え
、県
民
の
み
な

ら
ず
、今
や
観
光
客
の
足
と
し
て
欠
か
せ
な

い
存
在
に
な
って
い
ま
す
。

那
覇
空
港
駅
と
首
里
駅
間
で
開
通
し
た

ゆ
い
レ
ー
ル
は
、
１０
月
１
日
、
現
在
の
終
着

駅
で
あ
る
首
里
駅
の
先
に
「
石
嶺
駅
」
と
、

浦
添
市
に
初
め
て
の
モ
ノ
レ
ー
ル
駅
「
経
塚

駅
」「
浦
添
前
田
駅
」「
て
だ
こ
浦
西
駅
」が

新
た
に
加
わ
り
ま
す
。終
着
駅
で
あ
る
て
だ

こ
浦
西
駅
の
隣
に
は
約
1
0
0
0
台
収
容

で
き
る
「
パ
ー
ク
＆
ラ
イ
ド
」
駐
車
場
が
設

け
ら
れ
、沖
縄
自
動
車
道
と
接
続
し
ま
す
。

那
覇
市
内
は
モ
ノ
レ
ー
ル
や
路
線
バ
ス
で
移

動
し
、中
北
部
への
移
動
は
て
だ
こ
浦
西
駅

か
ら
レ
ン
タ
カ
ー
を
活
用
し
、高
速
道
路
で

移
動
す
る
と
い
う
新
し
い
交
通
拠
点
に
な

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
モ
ノ
レ
ー
ル
は
高
い
所
か
ら
遠
く
の
景

色
を
楽
し
め
る
の
も
魅
力
の一つ
。通
勤
や

通
学
な
ど
の
移
動
手
段
に
使
う
だ
け
じ
ゃ

も
っ
た
い
な
い
。沖
縄
の
魅
力
や
文
化
を
見

た
り
聞
い
た
り
感
じ
た
り
、浦
添
の
駅
か
ら

空
中
散
歩
に
出
か
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

❶

❷

❸

❶唯一の地上駅であるてだこ浦西駅。外観も他とは一味違います。❷パーク
＆ライド駐車場。10月完成予定。❸ガラスの屋根が印象的。暖かい日差しが
差し込みます。

てだこ浦西駅
中北部と交通・交流の
広がりを期待
　新しい終着駅であるてだこ浦西
駅は、沖縄自動車道の目の前にある
駅で、高速道路から車で来てモノ
レールを利用することができる「パー
ク&ライド」駐車場がオープンしま
す。駅周辺には大型商業複合施設
の建設も予定され、中北部との交
通・交流の広がりが期待されます。

❶

❷

❸

いよいよ開通。ワクワクしますね。

2

U R A S O E 2019年10月1日開業！
ゆいレール 那覇市 浦添市延長

　いよいよ浦添市まで区間が延長され、ますます便利になる沖縄都市モノレール「ゆいレール」。
今回の特集では延長される浦添各駅舎の情報と、ゆいレールをもっと楽しむための豆知識などを紹介します。

T E D A K O - U R A N I S H IU R A S O E - M A E D AK Y O Z U K A

お
待
た
せ
し
ま
し
た
〜
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近場や遠出にも割引でお得！ 通学・通勤には
「OKICA」が便利！
乗車時にタッチするだけ。ちょっとそこまでは「おとなり割引」がお得！！

▲作品名「浦添グスクと前田の棒術」

▲作品名「朝薫五番より二童敵討」 ▲作品名「てだこのまち-太陽・空・海～てぃーだ未来線地球号～」

乗れば乗るほどお得！
「1日乗車券」

■首里城入場券
大 　 人/850円➡660円
高 校 生/620円➡490円
小・中学生/310円➡250円

■沖縄県立博物館入場券
一　般/530円➡420円
大高生/260円➡210円
※県内の小中学生は無料

▲各施設の割引な
どはこちらから確認
ください。

特

特

Suicaも使えます。

【ステーションパターン】

【車内メロディー】

※OKICA使用時のみ割引となります。

タイトル探してみよう。各駅に隠された“浦添”
ゆいレールでは、駅にちなんだカラーやアートガラス、車内メロディーがあります。

組踊や浦添グスクをモチーフにしたものなど、どのデザインや曲も浦添らしさ満載です。
各駅ごとに異なる雰囲気をお楽しみください。

　通常、初乗り運賃は3kmまで230円（小児120円）ですが、隣の駅な
ら「おとなり割引」で150円（小児80円）で乗車することができます。

　浦添市在住の絵本作家sava（わだみずき氏）が、
各駅をイメージしてデザインした色とりどりのアートガラスは、

白い近代的なホーム内に色彩を与えています。

　各駅にうらそえ織、浦添型、知花
花織といったパターンデザインが各
所に使われています。

●経塚駅…………はべら節
●浦添前田駅……めでたい節
●てだこ浦西駅…ヒヤミカチ節

　「OKICA（オキカ）」はゆいレールや県
内路線バスに乗るときに利用できるIC
カードです。浦添市役所地下売店、駅内
の券売機、一部のコンビニエンスストア
で購入することができます。

　2020年春から「Suica」が利用できる
ようになります。全国で利用可能なので、
旅行の際に紙の切符を買わずに電車利
用できるメリットも。
※「Suica」と相互利用する以下のICカードも利
用可能です。Kitaca、PASMO、manaca、
TOICA、PiTaPa、ICOCA、はやかけん、nimoca、
SUGOCA

　ゆいレールを1日3～4回以上乗る場合は1日乗
車券が便利です。24時間制で1日800円。また1日
乗車券を提示すると施設の割引など特典が受けら
れます。ちょっとした観光にでかけてみませんか？

【アートガラスデザイン】

原　作：宮川たま子
マンガ：しらとたけしたま子とウラちゃん「国際性豊か」

こく さい せい ゆたサンレレマンダン

外が
い

国こ
く

人じ
ん

増ふ

え
た
ね

J
I
C
A
の

　
　

研
修
員
の

　
　

人ひ
と

か
ね

子こ

ど
も
た
ち
が

お
前ま

え

だ（
田だ

）っ
て

言い

っ
た
か
ら

経
き
ょ
う

塚づ
か

で
降お

り
て

行い

っ
ち
ゃ
っ
た
さ
ー

急い
そ

げ

浦う
ら

添そ
え

ニ

美び

術じ
ゅ
つ

館か
ん

モ

　
ア
ル
ネ
…オ

ー
経き

ょ
う

塚づ
か

ニ
ハ

日に

本ほ
ん

遺い

産さ
ん

ノ

組く
み

踊お
ど

リ
ノ

　
　

玉た
ま

城ぐ
す
く

朝ち
ょ
う

薫く
ん

ノ

　
　
オ
墓は

か

モ
ア
ル
ネ

次つ
ぎ

は

　

お
前ま

え

の
番ば

ん

だ

ゆ
い
レ
ー
ル
の

お
か
げ
で
見み

る
所

と
こ
ろ

　
　

い
っ
ぱ
い
あ
る

　
　

み
た
い
だ
ね

た
ま
ち
ゃ
ー
ん

ボ
ク
も

　
　

玉た
ま

城ぐ
す
く

朝ち
ょ
う

薫く
ん

の

　
　

お
墓は

か

　
　

見み

た
ー
い
ウ
ラ

見み

ニイ
コ
ウ
‼

は
ー
い

行い

こ
う
ね
…

レ
ッ
ツ
ラ
イ
ド
！

順じ
ゅ
ん

番ば
ん

間ま

違ち
が

え

て
る
ウ
ラ

お
前ま

え

の

番ば
んだ

よ
！

次お
ま・
え・

だ・
‼

エ
ッ

次
マ・
エ・
ダ・

　
　
？

え
ー
‼

ゆ
い
レ
ー
ル

延の

び
た
か
ら
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浦添市立図書館とJICA沖縄図書資料室による共同
企画として、「夏休み一日図書館員」が行われました。こ
の企画は、図書館業務を通して、子どもたちの図書館へ
の関心を高めると共に、国際協力や異文化理解に関心を
持ってもらおうと開催しています。
市内の小学生4人がカウンターに立ち、笑顔で本の貸

し出しや返却、本の整理などを行いました。一日図書館
員を体験し、「本を1冊ずつ並べるのが大変だった。JICA
沖縄では、最初は緊張したけど外国人と英語で会話でき
て楽しかった。これからも本を大切に読んでいきたい」と
1日を笑顔で振り返りました。

夏の環境学習講座の第2回がサンゴ養殖センターと
カーミージーで行われました。この講座は身近な自然や
暮らしの環境について体験して学ぶ講座で、学習した内
容をまとめた「環境学習ノート」は自由研究にも活用で
きるものとなっています。
カーミージーでは、「カーミージーの海で遊び隊」代表

の浪岡光雄さんの説明を聞きながら、生き物たちを観察
しました。譜久山美玖さんは「初めてフグの赤ちゃんを見
ることができて楽しかった。シャコのパンチはパチンと音
がして威力がすごかった」と目を輝かせて話し、生き物が
住むきれいな海を守る大切さを学んでいました。

8/1（木） 夏休み一日図書館員８/４（日） 見て触れて学ぶ環境学習講座８/１７（土） 水とふれあう、水に親しむ

７/３０（火） 見据える先は世界、
　　　　未来のトップアスリート

8/9（金）
　～11（日）

四市交流事業
少年野球交流大会

浦添市てだこホールのネーミングライツパートナーが
株式会社アイム・ユニバースに決定しました。これにより、
てだこホールは2019年10月から「アイム・ユニバース て
だこホール」として生まれ変わります。
アイム・ユニバースの藍川CEOは「浦添は“てだこの

まち”。世界を明るく照らす太陽（てぃだ）は平和を連想
する。自社の名前「Ａim Universe（世界を目指す）」と
関連付けることで、経済的な視点のみならず文化的な側
面として浦添から世界に平和を発信することなどに貢献
できればと思います」と応募への思いを語りました。

「なつやすみ子ども体験教室」が浦添市美術館で行わ
れました。体験教室は、午前の「動物王冠をつくろう」と
午後の「宝箱をつくろう」に分かれ、どの教室もたくさん
の子どもたちが参加しました。
明るく鮮やかな画用紙と和紙を使い、鳥の羽や動物の

毛並みを表現した王冠はまるで生きている動物そのも
の。子どもたちはお手本を見ながら、表情豊かな動物た
ちを作りあげていました。宝箱をつくる体験教室では、
真剣な表情で絵を描きオリジナルの箱を完成させまし
た。
  

「浦添市市制施行50周年記念プレ事業 うらそえみ
ずまつり～第61回水道週間～」がANA SPORTS PARK 
浦添で開催されました。
参加者はスタンプラリーで各ブースを楽しく回り、水

道部のお仕事紹介の展示物を見たり、職員から水道メー
ターのことや応急給水拠点の説明を受けていました。市
内学童クラブや市外からも多くの人が来場し、各ブース
や屋外プールはにぎわいを見せていました。
参加者からは「災害時の応急給水拠点がわかった」「夏

休みの宿題に利用したい」などの声があり、蛇口を回せ
ば当たり前に出てくる水道水について知ってもらうお祭
りとなりました。

全国や世界規模の大会において輝かしい成果を残し
た棟

むね

田
た

琳
り

音
のん

さん（神森小4年）と宮
みや

城
ぎ

杏
あ ゆ な

優菜さん（沖縄
尚学高3年）にてだこ市民賞が授与されました。
棟田琳音さんは静岡県で開催された「全日本タンブリ

ング・ダブルミニトランポリン競技選手権大会」10歳以
下女子の部で優勝、宮城杏優菜さんは2019年女子柔道
のポーランドカデ国際大会（15歳以上、17歳以下）で優
勝し今回の授与となりました。
2人の今後の目標は、「オリンピックに出場したい」「9

月の世界選手権で優勝する」など、2人とも世界の大舞台
を見据え、力強く話しました。

ヤクルト球団四市交流事業として、第７回東京ヤクル
トスワローズ少年野球交流大会が宮崎県西都市で開
催されました。この大会は、ヤクルト球団とヤクルトスワ
ローズに縁のある宮崎県西都市、愛媛県松山市、新潟県
燕市、浦添市の四市で幅広い交流を目的とし、その事業
の一環として少年野球大会を毎年開催しています。
今大会は浦添市代表として当山ライオンズが参加。結

果は４位となってしまいましたが、選手達は全力プレー
で野球に取り組みました。試合後は、古墳群で有名な西
都市の勾

まが

玉
だま

作りを体験するなど、他市の子どもたちとの
交流を楽しんでいました。

８/５（月） 浦添市てだこホール新名称決まる８/８（木） ぼく達もアーティスト！

棟
むね
田
た
琳
り
音
のん

さん

宮
みや
城
ぎ
杏
あ ゆ な
優菜 さん
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メ
ー
ト
の
中
に
紛
れ
て
誤
摩
化
し
ま
し
た
。

舞
台
に
出
た
と
思
っ
た
ら
、
頭
が
真
っ
白
の

ま
ま
帰
っ
て
き
て
、
あ
っ
と
い
う
間
に
私
の

か
ぎ
や
で
風
デ
ビ
ュ
ー
は
終
わ
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。

　
と
こ
ろ
で
、
去
る
５
月
、
浦
添
市
は
沖
縄

県・
那
覇
市
と
共
に『
琉
球
王
国
時
代
か
ら

連
綿
と
続
く
沖
縄
の
伝
統
的
な「
琉
球
料
理
」

と「
泡
盛
」、そ
し
て「
芸
能
」』の
ス
ト
ー
リ
ー

で
県
内
か
ら
初
め
て
の「
日
本
遺
産
」に
認
定

さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
文
化
財
を
保
護
す
る

だ
け
に
止
ま
ら
ず
、
そ
の
魅
力
を
国
内
外
へ

発
信
し
、
地
域
の
活
性
化
や
観
光
振
興
を
図

る
た
め
に
活
用
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い

ま
す
。

　
言
う
ま
で
も
な
く
、
私
た
ち
浦
添
市
は
首

里
以
前
の
中
山
の
王
都
と
い
わ
れ
、
琉
球

王
統
発
祥
の
地
と
し
て
の
歴
史
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
日
本
遺
産
認
定
を
き
っ
か
け
に
、

あ
な
た
も「
琉
球
料
理
、泡
盛
、芸
能
」
に
取

り
組
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。
私
と
一
緒
に
か

ぎ
や
で
風
を
踊
っ
て
く
れ
る
方
も
募
集
中

で
す
！
S
h
a
l
l
w
e
d
a
n
c
e
?

（
古
っ
！
）

　
実
は
、昨
年
か
ら「
か
ぎ
や
で
風
」の
踊
り

に
挑
戦
し
て
い
ま
す
。
私
が
踊
れ
る
ダ
ン

ス
と
言
え
ば
、カ
チ
ャ
ー
シ
ー
く
ら
い
の
も

の
で
す
が
、さ
す
が
に
ウ
チ
ナ
ー
ン
チ
ュ
と

し
て「
か
ぎ
や
で
風
」だ
け
で
も
踊
れ
る
よ

う
に
な
り
た
い
と
ず
っ
と
憧
れ
続
け
て
き

ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
市
長
に
な
り
更
に
自

由
な
時
間
は
制
限
さ
れ
、諦
め
か
け
て
い
た

そ
ん
な
頃
、中
央
公
民
館
で
無
料
講
座
の
ポ

ス
タ
ー
を
見
て
、す
ぐ
に
申
し
込
ん
だ
の
で

し
た
。

　
有
名
な
若
手
琉
球
舞
踊
家
の
先
生
の
、厳

し
く
な
い
優
し
い
ご
指
導
の
下
、週
に
一
回
、

２
時
間
の
お
稽
古（
レ
ッ
ス
ン
？
）を
約
20

人
の
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
と
楽
し
み
ま
し
た
。

　
踊
り
と
併
せ
て
、
歌
詞
の
意
味
や
四
つ

の
基
本
パ
ー
ト
か
ら
構
成
さ
れ
る
こ
と
、

ち
ょ
っ
と
し
た
工
夫
で
か
っ
こ
よ
く
見
え

る
コ
ツ
な
ど
も
教
え
て
頂
き
ま
し
た
。
こ

の
講
座
で
は
集
大
成
と
し
て
、公
民
館
ま
つ

り
の
舞
台
で
大
勢
の
方
の
前
で
学
ん
だ
か

ぎ
や
で
風
を
披
露
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ

ん
。
全
く
知
ら
な
い
も
の
同
士
が
、同
じ
目

標
を
目
指
し
て
、一
致
団
結
し
て
協
力
し
合

う
時
間
は
、学
生
時
代
を
思
い
出
し
毎
回
す

ご
く
楽
し
か
っ
た
で
す
。

　
さ
て
、本
番
当
日
、
２
０
０
人
く
ら
い
の

観
客
の
前
で
、幕
開
け
の
舞
台
。
ガ
チ
ガ
チ

に
緊
張
し
て
途
中
で
足
が
左
右
間
違
っ
て

戸
惑
い
ま
し
た
が
、
一
緒
に
踊
る
ク
ラ
ス

日
本
遺
産
と
か
ぎ
や
で
風

問い合わせ：健康づくり課（内線☎ 3660）

・豚三枚肉（または肩ロース） 
…………………… 200ｇ

・椎茸（乾） ………… 2～3枚
・とうがん ………… 200ｇ
・かまぼこ ………… 100ｇ
・こんにゃく ……… 100ｇ
・豚だし、鰹

かつお
だし … 5カップ

・塩 ………… 小さじ1と1/2
・しょうゆ ………… 小さじ1
・卵 ………………… 2個

栄養成分表示（１人あたり）
エネルギー：187kcal、たんぱ
く質：15.8ｇ、脂質：10.9ｇ、
炭水化物：6.2ｇ、食塩相当量
：2.5ｇ

①豚三枚肉は丸ごと茹でて4cm長さの短冊に
　切る
②椎茸は水にもどして石づきを取り、4cmの薄
　切りにする
③とうがんとかまぼこは薄目の短冊に切る
④こんにゃくは薄めの短冊に切って茹でておく
⑤鍋に分量の豚だし、鰹

かつお
だしを入れて煮立て、豚

　三枚肉、椎茸、とうがんを加えて再び煮立てる
⑥とうがんが煮えたらかまぼこ、こんにゃく、塩、
　しょうゆを加える
⑦沸騰している⑥に卵を溶き入れ、全体に混ぜ
　て仕上げる

材料（5人分） 作り方

クーリジシ（卵とじ汁）
心と体にしみわたる琉球料理

レシピ提供：浦添市食生活改善推進員協議会・琉球料理伝承人 伊豆見 麻里

豚・かつお・しいたけの３種類のだしのう
まみで、深みのある優しい味わいです。薄
切りにしたとうがんは口の中でとろけます。

　　　

田
た

盛
もり

健
けん

士
し

郎
ろう
ちゃん（11か月）安波茶在 大本 菜

な の は

ノ葉 ちゃん（1歳） 勢理客在 比
ひ が

嘉 梨
り の

乃 ちゃん（3か月） 内間在

アメコミュ：英語で話す相手を探してみよう Finding English Speaking Partners

　これまで色々な事実を紹介してきましたが、そもそもアメ
リカ人や英語圏の外国人とどうやったら出会えるのでしょう
か。訪日外国人や、移住した親戚、自ら外国に旅行するなどの
方法がありますが、すべての方が体験できるものではありま
せん。授業中に英語を話す機会も少ないと思いますし、英会
話の教室に行っても受講している人が多いため、練習できる
チャンスも少ないかもしれません。
　私が高校や大学で日本語を勉強していた頃、ハワイで日
本語を使う機会は少なかったです。周りに日本語を母国語と
する人たちも少なかったし、いても英語で会話ができるから
あえて不慣れなぎこちない日本語で話す必要はないと思っ
ていました。しかし、留学する前に２回ほど「言語交換」、（現地
ではランゲージエクスチェンジ）に参加したことがありました。
言語交換では、不慣れな日本語を使いながら、一生懸命日本
人とコミュニケーションを取ろうとしました。すぐに日本語が
上達したわけではないのですが、使わないといけない場面が
あったから、少し自信が持てるようになりました。
　相手も英語を勉強しているから、お互い母国語と勉強して
いる言語で話しながら、気楽に言語を習得することができま
す。もっとも、技術の発展によってネット上の言語交換プログ
ラムや言語交換アプリが開発されましたので、直接会わなく
ても英会話の練習ができるようになりました。話す相手を探
している人も少なくありませんが、「出会いを求める」人たち
には注意してくださいね！

　Despite introducing so much advice on communicating with 
Americans, exactly how does one find an English speaking 
partner in Japan? Talking to tourists or relatives who 
emigrated, or even going abroad for yourself aren’t things 
that everyone is able experience. On top of that, speaking 
English is a low priority in schools, and the chances to speak 
in an Eikawa are limited with so many people attending.
　When I studied Japanese in Hawaii, I had very few chances 
to use Japanese outside the classroom. I didn’t know many 
Japanese natives, and the few that I did could communicate 
in English, so I thought speaking in broken Japanese was 
unnecessary. However, before studying abroad, I was able 
to participate in “language exchange” at least two times. 
Because of this, I managed to find a native Japanese speaker 
to practice speaking and improving my Japanese with. Sure, 
I didn’t improve right away, but I gained some confidence in 
speaking after being forced to use the language for periods of 
time.
　My partner was also practicing their English, so we were 
able to study our target languages while also using our native 
languages in a relaxed environment. In fact, thanks to modern 
technology, it has become much easier to practice foreign 
languages with the development of online language exchange 
programs and language exchange applications. Many people 
are looking for people to practice with, but just be careful 
about the people with motives outside of language exchange!
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食欲だ
けは

誰にも
負けな

い

（笑）
ボクも

今日か
ら

保育園
♡

100日記
念！

ひょっこ
りの！

24品目



浦
添
市
消
防
本
部

☎（
８
７
５
）0
1
1
9

■
救
急
法
講
習
会（
上
級
）

「
助
け
た
い

思
い
を
ワ
ザ
に

救
急
法
」

　

成
人
・
小
児
・
乳
児
に
行
う
心

肺
蘇
生
法（
Ａ
Ｅ
Ｄ
含
む
）、
外
傷

の
処
置
、
止
血
法
、
異
物
除
去
法
、

患
者
搬
送
法
な
ど

日
時

９
月
21
日（
土
）
午
前
９
時

～
午
後
６
時（
１
時
間
の
休
憩
あ
り
）

場
所　
消
防
本
部

２
階
講
堂

定
員

30
人

（
浦
添
市
在
住
・
在
勤
の
人
優
先
）

費
用　
無
料

申
し
込
み　
講
習
会
前
日
ま
で（
受

付
時
間
は
土
日
・
祝
日
除
く
午
前
８

時
30
分
～
午
後
５
時
）

■
９
月
９
日
は
救
急
の
日
で
す

救
急
車
は
限
り
あ
る
資
源
で
す
。

本
当
に
救
急
車
が
必
要
な
人
の
た
め

に
適
正
利
用
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

保
健
相
談
セ
ン
タ
ー

☎（
８
７
５
）２
１
０
０

■
集
団
健
診
の
お
知
ら
せ

10
月
の
集
団
健
診（
特
定
健
診
・
が

ん
検
診
）
の
予
約
を
受
け
付
け
ま
す
。

申
し
込
み

9
月
25
日（
水
）～
27

日（
金
）
沖
縄
県
健
康
づ
く
り
財
団

☎（
８
８
９
）６
４
５
２

実
施
日

10
月
26
日（
土
）

場
所　
保
健
相
談
セ
ン
タ
ー

※
W
E
B
予
約
も
で
き
ま
す
。
詳

し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
が
ん

受
診
券
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
出
張
‼
健
康
講
話

　

健
康
に
関
す
る
講
話
を
職
場
等

に
出
向
き
行
っ
て
い
ま
す
。
ラ
ン

チ
タ
イ
ム
な
ど
、
す
き
ま
時
間
を

健
康
づ
く
り
の
た
め
に
活
用
し
て

み
ま
せ
ん
か
？

費
用　
無
料

対
象
者

18
歳
以
上
の
市
民
、
市

内
在
勤
者

受
付
時
間　
午
前
8
時
30
分
～
午

後
5
時（
土
日
・
祝
日
を
除
く
）

■
こ
こ
ろ
の
健
康
講
演
会

　
『
な
ん
で
や
め
ら
れ
な
い
の
？
』

ア
ル
コ
ー
ル
、
ゲ
ー
ム
…
動
機
づ

け
面
接
か
ら
学
ぶ
伝
え
方
〜
変
わ

り
た
い
を
引
き
出
す
会
話
術
〜

講
師

清し

み

ず水

隆た
か
ひ
ろ裕

氏（
ち
ば
な
ク

リ
ニ
ッ
ク
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
医
長
）

日
時

９
月
18
日（
水
）
午
後
７
時

～
午
後
9
時（
午
後
６
時
30
分
開
場
）

場
所　
保
健
相
談
セ
ン
タ
ー
２
階

大
ホ
ー
ル

対
象　
浦
添
市
民
、
精
神
保
健
関

係
機
関
職
員
ま
た
は
テ
ー
マ
に
関

心
の
あ
る
人　

※
手
話
通
訳
有
り

費
用　
無
料

■
こ
こ
ろ
の
健
康
パ
ネ
ル
展

　

９
月
10
日
の
世
界
自
殺
予
防

デ
ー
に
併
せ
て
パ
ネ
ル
展
を
開
催

し
ま
す
。

日
時

９
月
10
日
（
火
）～
17
日

（
火
）ま
で

場
所　
市
役
所
１
階
展
示
ホ
ー
ル

銀
行
Ａ
Ｔ
Ｍ
前

■
こ
ど
も
の
発
達
講
演
会
の
お
知
ら
せ

　

０
歳
～
３
歳
の
発
達
段
階
と
関

わ
り
方
に
つ
い
て

日
時

９
月
21
日（
土
）午
後
２
時

～
午
後
４
時（
受
付:

午
後
１
時
30

分
～
）

講
師　
城
間
直
秀
氏（
発
達
神
経

ク
リ
ニ
ッ
ク
プ
ロ
ッ
プ
院
長
）

※
予
約
不
要
で
す
。
詳
し
く
は
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

浦
添
市
美
術
館

☎（
８
７
９
）３
２
１
９

■
休
館
日
：
毎
週
月
曜
日

※
9
月
16
日・23
日
は
開
館

開
館
時
間
：
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時

(

最
終
入
館
は
午
後
４
時
30
分
ま
で
）

※
金
曜
日
は
午
後
７
時
ま
で
開
館(

最
終
入

館
は
午
後
６
時
30
分
ま
で)

▲美術館
ホームページ

▲美術館
Facebook

■
令
和
元
年
度
第
1
期
常
設
展「
琉

球
漆
器
っ
て
な
ん
だ
ろ
う
？
見
て・

知
っ
て・楽
し
む
常
設
展
」

会
期

9
月
23
日（
月
・
祝
）ま
で

場
所　
常
設
展
示
室

観
覧
料　
高
校
生
以
下
無
料
／
一
般

２
０
０（
１
６
０
）円
／
大
学
生
１

３
０（
１
０
０
）円
／
65
歳
以
上
１

６
０
円

※（　

）
は
20
人
以
上
の
団
体
料
金

関
連
講
座　
「
琉
球
漆
器
の
修
復
」

　

文
化
財
と
し
て
の
漆
器
の
修
復

に
つ
い
て
の
講
話
。

日
時

9
月
22
日（
日
）午
後
2
時

～
午
後
4
時

場
所　
常
設
展
示
室
5

講
師

土ど

い井
菜な

な

こ

々
子
氏（
漆
文
化

財
修
復
師
）

定
員

30
人

聴
講
料　
常
設
展
観
覧
券
が
必
要

■
マ
イ
漆
器
作
り
教
室

漆
塗
り
の
マ
イ
箸
や
、
ス
プ
ー

ン
・
ヘ
ラ
・
箸
置
き
を
作
る
。

期
日

9
月
21
日
、28
日
、10
月
5

日
、12
日
、19
日（
全
土
曜
日
）

時
間　
午
前
10
時
～
正
午

講
師

鈴す

ず

き木
仁じ

ん

氏
（
漆
芸
家
）

定
員

10
人（
全
5
回
出
席
で
き
る

人
）

費
用　
３
千
円

申
し
込
み

8
月
13
日
（
火
）～
9

月
7
日
（
土
）　

※
電
話
受
け
付
け

の
み浦

添
市
立
図
書
館

☎（
８
７
６
）４
９
４
６

■
休
館
日
：
毎
週
月
曜
日
、24
日（
火
）、27
日

（
金・資
料
整
理
日
）

■
ア
メ
リ
カ
シ
ネ
マ
上
映
会

内
容　
『
C
o
c
o
』

日
時

9
月
8
日（
日
）午
後
２
時

～（
1
0
5
分
）

場
所　
２
階
視
聴
覚
室

そ
の
他　
英
語
音
声
・
日
本
語
字

幕
付
き
・
ア
ニ
メ

■
英
語
の
お
は
な
し
会

浦
添
市
国
際
交
流
員
に
よ
る
英

語
の
絵
本
の
読
み
聞
か
せ

日
時

9
月
10
日（
火
）午
後
4
時

～
午
後
4
時
30
分

■
第
11
回
暮
ら
し
に
役
立
つ
図
書

館
講
座　
「
老
い
支
度
―
相
続・
遺

言
、
尊
厳
死
宣
言
」

　

元
公
証
人
に
よ
る
相
続
、
遺
言

に
ま
つ
わ
る
知
識
を
深
め
る
座
学
。

※
手
話
通
訳
有
り

日
時　
９
月
20
日（
金
）午
後
2
時

～
午
後
4
時

場
所　
２
階
視
聴
覚
室

対
象　
一
般（
18
歳
以
上
）

定
員

25
人（
要
申
し
込
み
・
先
着

順
）

講
師

平た
い

良ら

晶
あ
き
ら

氏（
元
公
証
人
）

受
付
開
始

9
月
1
日（
日
）～
19

日（
木
）

■
や
さ
し
い
本
か
ら
読
み
始
め
る

英
語
多
読

日
時

10
月
6
日（
日
）午
前
11
時

～
正
午　

対
象

英
語
学
習
に
興
味
の
あ
る

人（
中
学
生
く
ら
い
の
英
語
力
か
ら
）

定
員

20
人

講
師

新あ
ら

川か
わ

智と
も
き
よ清

氏（
元
沖
縄
工

業
高
等
専
門
学
校
教
授
）

浦
添
市
立
中
央
公
民
館

☎（
８
７
９
）５
５
０
３

F
A
X（
8
7
9
）5
5
3
0

■
ス
マ
ホ
を
使
い
こ
な
そ
う
！

ス
マ
ホ
デ
ビ
ュ
ー
し
た
あ
な
た

に
オ
ス
ス
メ
の
講
座
で
す
。

講
師　
【
A
n
d
r
o
i
d
コ
ー

ス
】株
式
会
社
り
ゅ
う
せ
き
商
事
、

【
i
p
h
o
n
e
コ
ー
ス
】ド
コ
モ

シ
ョ
ッ
プ
経
塚
店
、【
危
険
性
に
つ

い
て
】浦
添
警
察
署
城
間
交
番
所
長

期
日

10
月
4
日
・
11
日
・
18
日
・

25
日（
全
金
曜
日
）　

時
間

①
A
n
d
r
o
i
d
コ
ー

ス

：

午
前
10
時
〜
正
午

②
i
p
h
o
n
e
コ
ー
ス

：

午
後

２
時
～
午
後
４
時

※
25
日
は
午
前
11
時
〜
正
午
（
2

コ
ー
ス
合
同
）

場
所　
中
央
公
民
館

視
聴
覚
室
、

第
一
研
修
室

対
象

浦
添
市
内
在
住
・
在
勤
の
人

※
ス
マ
ホ
を
持
っ
て
い
る
人

費
用　
無
料

持
ち
物　
ご
自
身
の
ス
マ
ホ

定
員

各
コ
ー
ス
先
着
20
人

募
集
期
間　
９
月
9
日（
月
）か
ら

人
数
に
達
し
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

■
K
A
R
A
T
E
☆
キ
ッ
ズ

　

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
競
技
に

採
用
さ
れ
た
沖
縄
発
祥
の
空
手
の

歴
史
に
ふ
れ
な
が
ら
実
際
に
体
験

し
、
公
民
館
ま
つ
り
で
披
露
し
ま
す
。

講
師

松ま

つ

だ田

周
あ
ま
ね

氏（
沖
縄
空
手
小

林
流
協
会
所
属
松
門
道
場
）

日
時

10
月
12
日（
土
）～
11
月
30

日（
土
）毎
週
土
曜
日　

全
８
回　

午
前
10
時
～
午
前
11
時
30
分

場
所　
中
央
公
民
館
視
聴
覚
室

対
象　
市
内
在
住
の
小
学
１
～
３

年
生　

※
公
民
館
ま
つ
り
で
の
発

表
ま
で
参
加
で
き
る
人（
保
護
者
の

参
加
も
可
・
要
申
し
込
み
）

費
用　
無
料

定
員

20
人

募
集
期
間　
９
月
２
日（
月
）か
ら

定
員
に
達
し
次
第
締
め
切
り

■
浦
添
市
立
中
央
公
民
館
開
館
40
周

年
記
念
事
業
講
座『
朗
読
と
劇
と
体
験

談
で
織
り
な
す
ピ
ー
ス
フ
ル
講
座
』

大
分
県
佐
伯
こ
ど
も
・
市
民
ミ
ュ
ー

ジ
カ
ル
に
よ
る
絵
本
朗
読
、
浦
添
ゆ
い

ゆ
い
キ
ッ
ズ
シ
ア
タ
ー
に
よ
る
シ
ョ
ー

ト
演
劇『
p
e
a
c
e
f
u
l
』と
戦

争
体
験
者
・
渡
口
彦
信
氏（
元
少
年

兵
）の
お
話
を
聴
く
平
和
講
座
。

※
手
話
通
訳
有
り

日
時　
９
月
28
日（
土
）午
後
１
時

～
午
後
３
時

場
所　
中
央
公
民
館
３
階
ホ
ー
ル

対
象
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
人

定
員

1
0
0
人（
要
申
し
込
み
）

申
込
方
法

電
話
・
F
A
X
・
公
民

館
窓
口
で
受
け
付
け　

※
詳
し
く
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
確
認
く
だ
さ
い
。

浦
添
市
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

☎（
８
６
１
）３
１
９
６

■
休
館
日
：
毎
週
月
曜
日
、17
日（
火
）、24
日

（
火
）

■
着
な
く
な
っ
た
浴
衣
を
使
っ
た

「
楽
々
ズ
ボ
ン
作
り
」

日
時　
９
月
26
日（
木
）
正
午
～
午

後
４
時

参
加
費　
２
６
０
円

持
ち
物　
浴
衣
・
裁
縫
セ
ッ
ト

定
員　
10
人

■
布
の
リ
フ
ォ
ー
ム「
足
に
優
し
い

布
ぞ
う
り
作
り
」

日
時　
９
月
22
日（
日
）正
午
～
午

後
４
時

参
加
費　
３
６
０
円

持
ち
物　
よ
く
切
れ
る
ハ
サ
ミ
・

古
い
T
シ
ャ
ツ
3
〜
5
枚

定
員　
８
人

◆
不
用
品
提
供
の
お
願
い

　

家
庭
で
眠
っ
て
い
る
不
用
品
が

あ
れ
ば
、
提
供
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
不
用
品
持
ち
込
み
の
際
は
、
身

分
証
明
の
ご
提
示
を
お
願
い
し
ま

す
。

マタニティスクール
　食事と妊婦健診結果の関連・食事
の選び方・グループワーク・体験
コーナー・妊婦体験ジャケット・赤
ちゃん人形抱っこ体験等。
対象▶妊婦さんとそのパートナー

（市内在住者）
日時▶9月29日（日）午前９時～正午
申し込み▶9月26日(木)まで

マタニティスクール

出産準備出産準備

妊婦歯科健診事業

対象▶妊婦さん
場所▶浦添市と契約している歯科医療機関

（親子健康手帳交付時にリストを配布）
費用▶無料（公費負担）※受診票が必要です。

これから

パパママ
になる

みなさん
へ

●歯・歯周病の診察
●保健指導

問い合わせ：保健相談センター ☎（875）2100

ベビースクール（離乳食教室）ベビースクール（離乳食教室）

こども・子育てこども・子育て

　離乳食についての講話・デモンストレー
ション・試食（保護者のみ）
日時▶9月13日（金）
　　　午後１時～午後3時30分
対象▶市内在住で４～８か月の乳児    
　　　を持つ保護者
申し込み▶9月10日（火）まで

２歳児歯科健診事業
●歯の診察　●フッ素塗布　
●歯磨きの仕方・保健指導
対象▶２歳～３歳未満の子
　　 （３歳のお誕生日前日まで）
場所▶浦添市と契約している歯科医療
　　　機関 ※通知書にリストを同封
費用▶無料（公費負担）

※ゆっくり講話を聞くために、お子さんは預けて来て
　いただくことをお勧めします。

乳児健診

日　　時▶9月5日、12日
　　　　 （全回木曜日）
受付時間▶午後１時15分～午後２時15分

１歳６か月児健診

日　　時▶9月4日、11日
　　　 （全回水曜日）
受付時間▶午後１時15分～午後２時15分 

3歳児健診

▶前期（３～４か月児）
　午後0時45分～午後２時30分
▶後期（９～10か月児）
　午前8時45分～午前10時30分

受
付
時
間

子育て世
代に

役立つ情
報が

いっぱい
！

日程▶10月6日（日）

（離乳食教室）

こども・子育てこども・子育てこども・子育てこども・子育てこども・子育てこども・子育てこども・子育てこども・子育てこども・子育てこども・子育てこども・子育てこども・子育てこども・子育てこども・子育てこども・子育てこども・子育てこども・子育てこども・子育てこども・子育てこども・子育てこども・子育てこども・子育てこども・子育てこども・子育て

　離乳食についての講話・デモンストレー　離乳食についての講話・デモンストレー
乳児健診
日程▶10月6日（日）

乳幼児健康診査日程
問い合わせ：保健相談センター ☎（875）2100

各健診の対象者には通知書を送付しています。

月～土曜日
午前10時
～午後6時

●夜間開放もしています。
●行事などの詳細については直接
　各児童センターへ問い合わせくだ 
　さい。

開館
時間

開館日

こども政策課
わんぱく係

（内線 3646）

児童センター
Information

【健康シリーズ】

1に運動 2に食事
しっかり禁煙 最後にクスリ
～健康寿命の延伸～

「健康増進普及月間」標語　　

●健康増進普及月間パネル展

日程▶9月10日(火)～25日(水)
場所▶浦添市立図書館　玄関ホール前

健康増進普及月間
 健康増進普及月間とは、健康に対する国民一人一人
の自覚を高めて、健康づくりの実践を促進していくこ
とを目的として定められた月間です。令和元年度9月
は、食生活改善普及運動と連携して様々な活動が全
国的に実施されています。

【問い合わせ】 健康づくり課 ☎（875）2100

令和元年 9月

 生活習慣病の特徴を知り、運動・食事・禁煙などの
生活習慣を見直すきっかけ作りのため、パネル展
を実施します。関連書籍の閲覧もできますので、お
気軽にお越しください。市民のみなさん、ぜひこ
の機会に健康づくりに取り組みましょう。

令和元年度
 『健康増進普及月間』統一標語
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■インスタグラム
「orangette_chalkart」

　
少
し
ず
つ
実
績
を
積
み
、
作
品
を
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
で
紹

介
す
る
な
ど
し
て
い
く
中
で
、
個
人
オ
ー
ダ
ー
が
少
し
ず
つ

入
る
よ
う
に
な
り
、一
個
一
個
の
仕
事
が
少
し
ず
つ
つ
な
が
っ

て
い
き
、
Ｔ
Ｖ
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
へ
の
出
場
、
そ
し
て
準
優
勝

と
い
う
結
果
を
残
し
ま
す
。「
Ｔ
Ｖ
の
反
響
は
す
ご
く
て
、
教

室
受
講
を
希
望
す
る
生
徒
や
オ
ー
ダ
ー
も
増
え
ま
し
た
。
あ

り
が
た
い
こ
と
で
す
。
色
々
な
人
の
サ
ポ
ー
ト
が
あ
っ
て
こ

そ
。
こ
れ
ま
で
ご
縁
や
一
つ
一
つ
の
積
み
重
ね
が
あ
っ
て
今

が
あ
る
」
と
喜
び
と
感
謝
の
表
情
を
見
せ
ま
す
。

　
「
自
分
の
好
き
な
こ
と
を
仕
事
に
し
て
生
き
て
い
け
る
の
は

幸
せ
な
こ
と
。〝
好
き
な
こ
と
を
し
な
さ
い
〞
そ
れ
は
20
年
前

亡
く
な
っ
た
母
の
教
え
で
も
あ
る
」
と
目
を
細
め
ま
す
。

「
チ
ョ
ー
ク
ア
ー
ト
は
指
で
触
っ
て
描
く
ん
で
す
よ
。

そ
の
日
の
気
象
条
件
や
人
の
体
温
に
よ
っ
て
も
仕

上
が
り
が
違
っ
て
き
ま
す
。
そ
こ
が
お
も
し
ろ
い
ん
で
す
」。

笑
顔
を
見
せ
な
が
ら
そ
う
語
る
の
は
、
浦
添
市
前
田
出
身
の

チ
ョ
ー
ク
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
金
城
ま
み
さ
ん（
32
）。

　

金
城
さ
ん
は
今
年
２
月
、『
Ｔ
Ｖ
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
極
〜

KIW
A
M
I

〜
』（
テ
レ
ビ
東
京
）
チ
ョ
ー
ク
看
板
職
人
選
手

権
の
回
で
準
優
勝
し
、
全
国
か
ら
注
目
を
集
め
る
女
性
で
す
。

現
在
、
神
奈
川
で
フ
ラ
ワ
ー
シ
ョ
ッ
プ
を
経
営
し
な
が
ら
大

好
き
な
チ
ョ
ー
ク
ア
ー
ト
を
描
き
、
作
品
と
そ
の
人
柄
で
多

く
の
人
々
の
心
を
つ
か
み
ま
す
。

　
幼
い
頃
か
ら
描
く
こ
と
が
好
き
で
、
思
い
返
す
と
絵
ば
か

り
描
い
て
い
た
と
い
う
金
城
さ
ん
。
チ
ョ
ー
ク
ア
ー
ト
と
の

出
会
い
は
２
０
１
２
年
、
金
城
さ
ん
25
歳
の
と
き
。

　
元
々
、
大
手
ア
パ
レ
ル
企
業
に
務
め
て
い
た
金
城
さ
ん
は
、

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ナ
ー
と
し
て
バ
リ
バ
リ
働
く
こ
と
を

目
指
し
て
い
ま
し
た
が
、
狭
き
門
と
い
う
現
実
。
フ
ァ
ス
ト

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の
流
行
。
ブ
ラ
ン
ド
の
縮
小
傾
向
と
い
う
状

況
を
目
の
当
た
り
に
し
、
現
状
へ
の
不
安
と
将
来
へ
の
不
安

を
抱
き
ま
す
。「
ア
パ
レ
ル
は
意
外
に
体
力
を
使
い
ま
す
。
将

来
的
に
結
婚
出
産
を
考
え
た
と
き
に
体
力
的
に
耐
え
ら
れ
る

か
と
い
う
不
安
も
あ
り
ま
し
た
」
と
当
時
を
振
り
返
り
ま

す
。
そ
ん
な
あ
る
時
、会
社
の
休
憩
室
で
手
に
取
っ
た
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
誌
。
特
集
の
中
で
紹
介
さ
れ
て
い
た「
チ
ョ
ー
ク
ア
ー

ト
」
に
出
会
い
ま
す
。
高
校
卒
業
後
の
進
路
で
、
絵
で
生
計

を
立
て
る
未
来
図
が
描
け
ず
、
絵
と
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の
両
方

を
学
べ
る
美
術
大
学
に
進
学
し
、
こ
れ
ま
で
歩
ん
で
き
た
道
。

チ
ョ
ー
ク
ア
ー
ト
と
の
出
会
い
は
、
再
び
絵
へ
の
思
い
を
強

く
し
、
金
城
さ
ん
の
胸
を
高
鳴
ら
せ
ま
す
。「
こ
れ
な
ら
い
け

る
」
と
直
感
し
た
金
城
さ
ん
は
、
一
大
決
心
し
、
こ
れ
ま
で

務
め
た
会
社
を
退
職
し
、
チ
ョ
ー
ク
ア
ー
ト
の
世
界
に
飛
び

込
ん
だ
の
で
し
た
。

　
「
初
め
て
描
い
た
の
は
プ
ル
メ
リ
ア
の
花
。
あ
ま
り
の
下
手

さ
に
落
ち
込
み
ま
し
た
」
と
い
う
金
城
さ
ん
。
教
室
で
１
年

学
び
、
２
０
１
３
年
に
プ
ロ
資
格
を
取
得
し
ま
す
。
し
か
し
、

そ
う
簡
単
に
仕
事
が
入
っ
て
く
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
初
め
は
友
人
に「
描
か
せ
て
ほ
し
い
」
と
お
願
い
す
る

こ
と
か
ら
ス
タ
ー
ト
。「
無
料
で
や
っ
て
し
ま
う
と
た
だ
の
趣

味
に
な
る
。
こ
の
道
を
職
業
と
し
て
い
く
と
決
め
た
か
ら
に

は
お
金
を
い
た
だ
い
て
こ
そ
良
い
も
の
を
描
き
た
い
」、
そ
の

思
い
で
地
道
に
活
動
を
続
け
ま
す
。
仕
事
が
入
っ
て
も
安
易

に
値
切
ら
れ
る
現
状
に「
正
当
に
評
価
さ
れ
な
い
こ
と
に
、
や

め
た
い
と
思
っ
た
こ
と
も
多
々
あ
り
ま
し
た
」
と
金
城
さ
ん

は
苦
し
か
っ
た
胸
の
う
ち
を
明
か
し
ま
す
。「
ど
う
し
た
ら
評

価
さ
れ
る
の
か
」、
悩
み
な
が
ら
た
ど
り
つ
い
た
の
は「
自
分

に
自
信
を
持
つ
」
と
い
う
こ
と
で
し
た
。「
モ
ノ
の
価
値
は
、

作
品
の
制
作
に
か
か
る
時
間
で
は
な
く
、
そ
の
人
が
歩
ん
で

き
た
時
間
や
蓄
積
し
た
経
験
、
磨
い
た
技
術
で
決
ま
り
、
そ
れ

が
自
分
の
価
値
に
つ
な
が
る
。
そ
れ
を
自
負
す
る
揺
る
が
な
い

自
信
を
持
つ
こ
と
が
大
事
な
ん
だ
と
い
う
考
え
に
至
り
ま
し

た
。
今
は
自
信
を
も
っ
て
そ
れ
だ
け
の
価
値
が
あ
る
と
胸
を
張

れ
る
」
と
金
城
さ
ん
は
自
信
に
満
ち
た
顔
を
見
せ
ま
す
。

　
金
城
さ
ん
は
今
後
の
夢
を
こ
う
語
り
ま
す
。「
チ
ョ
ー
ク

ア
ー
ト
は
絵
が
苦
手
な
人
で
も
楽
し
め
ま
す
。
絵
に
苦
手
意

識
の
あ
る
人
ほ
ど
触
れ
て
も
ら
い
た
い
で
す
。
苦
手
だ
っ
た

と
思
う
こ
と
が
出
来
る
と
人
は
う
れ
し
い
も
の
。
そ
う
い
う

喜
び
や
自
信
を
与
え
ら
れ
た
ら
」
と
。

　
「
絵
を
描
く
と
き
は
、
本
物
を
見
て
食
べ
て
、
空
気
感
に
触

れ
て
そ
の
も
の
を
感
じ
る
こ
と
が
大
切
。
そ
う
す
る
こ
と
で

描
く
絵
に
シ
ズ
ル
感
が
出
て
温
か
み
が
出
る
ん
で
す
。
こ
れ

か
ら
も
人
の
感
覚
を
刺
激
す
る
よ
う
な
絵
を
描
い
て
い
き
た

い
で
す
」。
ど
こ
ま
で
も
チ
ョ
ー
ク
ア
ー
ト
愛
に
満
ち
た
金
城

さ
ん
の
目
は
輝
き
、
そ
の
思
い
は
彩
り
に
あ
ふ
れ
て
い
ま
し

た
。

浦添市前田出身。
CAA日本チョークアーティスト協会1級認定
講師
■大事にしていること 
①当たり前のことを馬鹿にしないでちゃんと
やる。②「～ぶらず、～らしく」アパレル時代
の研修で言われた言葉。今の仕事をする上
でも大切にしている。この言葉を胸に人に
寄り添うことを忘れない。

PROFILE
金城 まみ（32）

想
い
を

チ
ョ
ー
ク
ア
ー
ト
に
乗
せ
て
。

ア
ー
ト
で
彩
る
道

金城さんの作品をもっと見てみたい

❶アネモネをアレンジして描
いた❷琉珉珉のメニューボー
ドを想いを込めて描く❸❹彩
り豊かな作品と画材道具❺牧
港で行われたワークショップ

❶

❷
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税
金
・
保
険
・
年
金

消
費
税
率
引
き
上
げ
へ
の
準
備

は
出
来
て
い
ま
す
か
？

問
内
閣
府
沖
縄
総
合
事
務
局
経

済
産
業
部
消
費
税
転
嫁
対
策
室

☎  

（
８
６
６
）
０
０
３
５

　

今
年
10
月
か
ら
消
費
税
率
が

10
％（
飲
食
料
品
・
新
聞
に
つ
い
て

は
８
％
）へ
引
き
上
げ
に
な
り
ま
す
。

引
き
上
げ
に
伴
い
、
ス
ー
パ
ー
等

で
は
、
レ
シ
ー
ト
・
領
収
書
・
請
求

書
に
税
率
ご
と
に
合
計
金
額
を
記

載
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
経
済
産
業
省
で
は

複
数
税
率
対
応
レ
ジ
等
へ
の
買
換

え
・
改
修
に
お
け
る
補
助
を
実
施
し

て
お
り
、
補
助
金
を
利
用
す
る
場

合
は
申
請
期
限
が
あ
り
ま
す
。

　

事
業
者
は
、
お
使
い
の
レ
ジ
が

複
数
税
率
に
対
応
し
て
い
る
か
、

早
め
の
ご
確
認
と
準
備
を
お
願
い

し
ま
す
。

第
三
者
行
為
（
交
通
事
故
な

ど
）
に
よ
る
ケ
ガ
で
国
保
を

使
用
す
る
と
き
は
届
出
が
必

要
で
す

問
国
民
健
康
保
険
課　

給
付
係

☎  

内
線
３
７
２
６

　

交
通
事
故
な
ど
第
三
者（
他
人
）

か
ら
傷
害
を
受
け
た
場
合
で
も
国

保
で
治
療
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

本
来
、
第
三
者
行
為
に
よ
る
医

療
費
は
、
加
害
者
が
全
額
負
担
す

る
こ
と
が
原
則
で
す
。
国
保
が
立

替
え
、
あ
と
で
国
保
が
加
害
者
に

請
求
し
ま
す
の
で
、
必
ず
国
保
に

届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

た
だ
し
、
加
害
者
と
の
示
談
を

済
ま
せ
た
と
き
、
勤
務
中
や
通
勤

途
中
で
の
事
故
、
不
法
行
為（
飲
酒

運
転
や
無
免
許
）に
よ
る
事
故
は
、

国
保
で
治
療
を
受
け
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。

令
和
元
年
10
月
１
日
か
ら
年

金
生
活
者
支
援
給
付
金
制
度

が
は
じ
ま
り
ま
す

問
市
民
課　

国
民
年
金
係

☎  

内
線
３
１
１
１
〜
３
１
１
６

　

年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
は
、

公
的
年
金
等
の
収
入
や
所
得
額
が

一
定
基
準
以
下
の
年
金
受
給
者
の

生
活
を
支
援
す
る
た
め
に
、
年
金

に
上
乗
せ
し
て
支
給
さ
れ
る
も
の

で
す
。
受
け
取
り
に
は
請
求
書
の

提
出
が
必
要
で
す
。

支
給
額

基
準
額　

月
額
５
千
円

※
受
給
し
て
い
る
年
金
の
種
類
、

保
険
料
納
付
済
期
間
・
免
除
期
間
、

等
級
に
よ
り
増
減
し
ま
す
。

支
給
要
件

①
老
齢
基
礎
年
金
受
給
者
で
次
の
要

件
を
す
べ
て
満
た
し
て
い
る
こ
と

・
65
歳
以
上

・
世
帯
員
全
員
が
市
町
村
民
税
非
課

税

・
年
金
収
入
額
と
そ
の
他
の
所
得
額

の
合
計
が
約
88
万
円
以
下

②
障
害
基
礎
年
金
・
遺
族
基
礎
年
金

の
受
給
者
で
前
年
所
得
が
約
４
６

２
万
円
以
下
で
あ
る
こ
と

請
求
書
の
提
出
方
法

①
平
成
31
年
４
月
１
日
時
点
で
老

齢
・
障
害
・
遺
族
基
礎
年
金
を
受
給

し
て
い
る
場
合

　

９
月
頃
に
日
本
年
金
機
構
か
ら

送
付
さ
れ
る
請
求
書
に
必
要
事
項

を
記
入
し
て
、
日
本
年
金
機
構
へ

送
り
返
し
て
く
だ
さ
い
。
※
支
給

要
件
に
該
当
し
な
い
場
合
、
請
求

書
は
送
付
さ
れ
ま
せ
ん
。

②
平
成
31
年
４
月
１
日
以
降
に
老

齢
・
障
害
・
遺
族
基
礎
年
金
に
つ
い

て
新
た
に
認
定
請
求
を
行
う
場
合

　

市
役
所
で
認
定
請
求
と
同
時
に

年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
の
請
求

書
を
提
出
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※
①
・
②
い
ず
れ
の
場
合
も
審
査
結

果
の
通
知
が
日
本
年
金
機
構
か
ら

送
付
さ
れ
ま
す
。

暮
ら
し
・
環
境
・
福
祉

知
っ
て
い
ま
す
か
？
消
費
者

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
１
８
８
（
い
や

や
！
）

問
市
民
生
活
課

☎  

（
８
７
６
）
１
２
４
８

　
「
あ
る
製
品
を
使
っ
て
け
が
を
し

て
し
ま
っ
た
」な
ど
の
消
費
者
ト
ラ

ブ
ル
で
困
っ
て
い
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
か
？
そ
ん
な
と
き
は
一
人

で
悩
ま
ず
に
、
全
国
ど
こ
か
ら
で

も
３
桁
の
電
話
番
号
で
つ
な
が
る

消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
１
８
８
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。
お
近
く
の
消

費
者
生
活
相
談
窓
口
を
ご
案
内
し
、

専
門
の
相
談
員
が
ト
ラ
ブ
ル
解
決

を
支
援
し
ま
す
。

「
全
国
一
斉
！
法
務
局
休
日
相

談
所
」
の
開
設

問
那
覇
地
方
法
務
局
総
務
課

☎  

（
８
５
４
）
７
９
５
１

　

法
務
局
職
員
、
公
証
人
、
司
法

書
士
、
土
地
家
屋
調
査
士
、
人
権

擁
護
委
員
が
相
談
を
お
受
け
し
ま

す
。
相
談
内
容
に
つ
い
て
の
秘
密

は
固
く
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
安
心

し
て
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

①
不
動
産
、
登
記
、
相
続
、
土
地

境
界
ト
ラ
ブ
ル
、
商
業
登
記
、
法

定
相
続
情
報
証
明
制
度

②
戸
籍（
婚
姻
・
離
婚
・
養
子
縁
組

な
ど
）、
帰
化
、
成
年
後
見

③
供
託（
地
代
・
家
賃
の
弁
済
供
託

な
ど
）

④
人
権
問
題（
い
じ
め
・
体
罰
・
近

隣
ト
ラ
ブ
ル
・
D
V
な
ど
）

日
時

10
月
６
日（
日
）午
後
１
時

～
午
後
４
時
30
分

場
所　

那
覇
第
一
地
方
合
同
庁
舎

費
用　

相
談
無
料

申
し
込
み　

事
前
予
約
制

各
種
相
談
窓
口
の
ご
案
内

問
市
民
相
談
室
・
消
費
生
活
相

談
室

☎  
（
８
５
１
）
５
０
５
９

　

各
種
相
談
無
料
。
秘
密
厳
守
し

ま
す
。

場
所　

市
民
相
談
室
（
市
役
所
１

階
）

【
各
種
相
談
】

●
市
民
相
談

　

市
民
生
活
に
関
わ
る
市
民
の
一

般
相
談
お
よ
び
市
行
政
に
対
す
る

意
見
や
要
望
、
苦
情
な
ど
。

日
時　

月
～
金
曜
日
、
午
前
９
時

～
午
後
５
時（
※
祝
日
除
く
）

●
法
律
相
談（
要
予
約
）

　

市
民
相
談
に
関
わ
る
諸
々
の
法

律
相
談
。

日
時　

弁
護
士
相
談
は
毎
週
火
曜

日
、
司
法
書
士
相
談
は
毎
週
水
曜

日
、
と
も
に
午
後
２
時
～
午
後
４

時
30
分

●
行
政
相
談

　

行
政
機
関
等
の
業
務
に
関
す
る

相
談
。

日
時　

毎
週
木
曜
日（
第
５
週
木
曜

日
を
除
く
）午
後
２
時
～
午
後
４
時

●
消
費
生
活
相
談

日
時　

毎
週
月
・
水
・
金
曜
日
午
前

10
時
～
午
後
４
時

※
各
種
相
談
窓
口
は
正
午
～
午
後

１
時
、
土
日
・
祝
日
は
休
み
で
す
。

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
の
削
減

問
環
境
保
全
課

☎  

内
線
３
２
１
２

　

近
年
、
地
球
規
模
の
保
全
や
資

源
の
有
効
利
用
の
観
点
か
ら
、
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
の
発
生
量
自
体

を
抑
制
し
、
ま
た
再
利
用
を
進
め

て
い
く
な
ど
、
ご
み
の
減
量
化
や

リ
サ
イ
ク
ル
の
取
り
組
み
が
極
め

て
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
か
ら
は
じ
め
る
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

ご
み
削
減
方
法

●
使
い
捨
て
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
食
器

の
利
用
を
減
ら
し
ま
し
ょ
う
。

●
マ
イ
バ
ッ
グ
を
持
参
し
、
不
要
な

レ
ジ
袋
の
利
用
を
や
め
ま
し
ょ
う
。

●
リ
ユ
ー
ス
で
き
る
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
で
な
い
マ
イ
ボ
ト
ル
を
利
用
し

ま
し
ょ
う
。

台
風
時
の
ご
み
収
集

問
環
境
保
全
課

☎  

内
線
３
２
１
２

　

台
風
が
発
生
し
て
い
る
時
は
、

台
風
に
関
す
る
情
報
を
こ
ま
め
に

入
手
し
て
台
風
の
進
路
に
合
わ
せ

た
対
策
を
早
め
に
と
る
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。
台
風
が
近
づ
き
、
荒

れ
た
天
気
に
な
っ
た
時
に
ご
み
を

出
す
の
は
危
険
で
す
。
で
き
る
限

り
、
次
回
の
ご
み
収
集
日
に
出
す

よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
暴
風
雨
時
に
お
け
る
ご

み
の
収
集
業
務
に
つ
い
て
は
、
次

の
と
お
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ご

留
意
く
だ
さ
い
。

①
午
前
８
時
に
お
い
て
、
バ
ス
が

運
行
停
止
し
て
い
る
場
合
は
、
そ

の
日
の
ご
み
収
集
は
中
止
し
ま
す
。

②
①
の
場
合
に
バ
ス
が
正
午
ま
で

に
運
行
を
開
始
し
た
場
合
、
運
行

を
開
始
し
た
時
刻
か
ら
ご
み
の
収

集
を
開
始
し
ま
す
。

③
ご
み
収
集
開
始
時
刻
以
降
に
バ

ス
が
運
行
を
停
止
し
た
場
合
は
、

運
行
を
停
止
し
た
時
刻
を
も
っ
て
、

ご
み
収
集
を
中
止
し
ま
す
。

※
ご
み
収
集
が
中
止
と
な
っ
た
場

合
は
、
次
回
の
収
集
日
に
ご
み
を

出
し
て
く
だ
さ
い
。

10
月
の
介
護
予
防
教
室
参
加

者
募
集

問
い
き
い
き
高
齢
支
援
課

☎  

内
線
３
５
３
１
〜
３
５
３
４

10
月
か
ら
の
２
か
月
間
、
週
２

回
の
筋
ト
レ
・
水
中
運
動
の
介
護
予

防
教
室
を
開
催
し
ま
す
。
こ
の
機

会
に
介
護
予
防
を
始
め
て
み
ま
せ

ん
か
？
開
催
日
時
な
ど
は
場
所
に

よ
り
異
な
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く

は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

場
所

【
生
き
い
き
貯
筋
く
ら
ぶ（
筋
ト
レ
）】

○
ワ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
グ
沖
縄

○
メ
デ
ィ
カ
ル
ジ
ム
Ｖ
Ｉ
Ｖ
Ｉ
Ｄ

○
カ
ー
ブ
ス
浦
添
宮
城
、
マ
ッ
ク

ス
バ
リ
ュ
伊
祖
、
浦
添
バ
ー
ク
レ
ー

（
カ
ー
ブ
ス
は
女
性
専
用
）

【
い
ま
い
ゆ
く
ら
ぶ（
水
中
運
動
）】

○
Ｊ
Ｓ
Ｓ
浦
添
ス
イ
ミ
ン
グ
ス

ク
ー
ル

○
Ａ
Ｎ
Ａ
ま
じ
ゅ
ん
ら
ん
ど
浦
添

対
象

市
内
在
住
の
65
歳
以
上
の
人

※
初
め
て
の
人
、
介
護
認
定
を
受

け
て
い
な
い
人
を
優
先
し
ま
す
。

費
用

１
か
月
に
つ
き
１
６
０
０
円

募
集
人
数　

各
事
業
所
３
～
５
人

申
込
方
法　

い
き
い
き
高
齢
支
援

課
へ
電
話
で
仮
予
約
後
、
窓
口
で

申
込
書
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

※
教
室
参
加
の
前
に
９
月
20
日

（
金
）午
後
２
時
か
ら
の
オ
リ
エ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
に
参
加
し
て
く
だ
さ

い
。

高
齢
者
の
た
め
の
在
宅
福
祉

サ
ー
ビ
ス
の
紹
介

問
い
き
い
き
高
齢
支
援
課　

高

齢
福
祉
係

☎  

内
線
３
５
６
７

在
宅
で
生
活
し
て
い
る
高
齢
者
の

た
め
に
必
要
な
支
援
を
福
祉
サ
ー
ビ

ス
と
し
て
提
供
し
て
い
ま
す
。

●
配
食
サ
ー
ビ
ス
事
業

　

夕
食
の
お
弁
当
を
高
齢
者
の
自

宅
へ
配
達
す
る
こ
と
で
、
安
否
確

認（
見
守
り
）を
行
い
ま
す
。

対
象
者　

安
否
確
認
を
必
要
と
す

る
65
歳
以
上
の
単
身
・
高
齢
者
の
み

の
世
帯
で
、
高
齢
や
疾
病
等
の
理

由
で
食
事
の
調
理
や
手
配
が
困
難

な
人
。

費
用　

１
食
3
0
0
～
5
0
0
円

（
課
税
状
況
・
食
事
内
容
に
よ
り
金

額
が
異
な
り
ま
す
）

●
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
事
業

　

急
病
や
事
故
な
ど
緊
急
の
際
、

簡
単
な
操
作
で
外
部
に
通
報
で
き

る
機
器
を
設
置
し
、
日
常
生
活
の

安
全
を
確
保
し
ま
す
。

対
象
者

65
歳
以
上
の
単
身
・
高
齢

者
の
み
の
世
帯
で
疾
病
等
が
あ
り
、

日
常
生
活
に
注
意
を
要
す
る
人
。

●
高
齢
者
外
出
支
援
サ
ー
ビ
ス

　

リ
フ
ト
付
車
両
に
よ
り
自
宅
か

ら
医
療
機
関
ま
で
の
送
迎
を
行
い

ま
す
。

対
象
者

60
歳
以
上
の
在
宅
の
人

で
、
車
い
す
や
ス
ト
レ
ッ
チ
ャ
ー

を
必
要
と
し
、
一
般
の
交
通
機
関

を
利
用
す
る
こ
と
が
困
難
な
人
。

●
在
宅
介
護
手
当
支
給
事
業

　

６
か
月
以
上
継
続
し
て
寝
た
き

り
や
認
知
症
の
状
態
に
あ
る
高
齢

者
を
在
宅
で
介
護
し
て
い
る
介
護

者
に
対
し
、
月
額
５
千
円
の
介
護

手
当
を
支
給
し
ま
す
。

対
象
者　

在
宅
で
生
活
す
る
65
歳

以
上
の
要
介
護
高
齢
者（
要
介
護
３

～
５
）を
介
護
す
る
人
で
、
世
帯
に

お
け
る
前
年
の
最
多
所
得
が
１
千

万
円
未
満
の
人（
本
人
お
よ
び
介
護

者
）

※
訪
問
調
査
が
必
要
な
事
業
も
あ

り
ま
す
の
で
、
ご
利
用
を
希
望
す

る
場
合
は
、
事
前
に
担
当
ま
で
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
そ
の
他
、
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

小
児
慢
性
特
定
疾
病
児
日
常

生
活
用
具
給
付
事
業

問
障
が
い
福
祉
課

☎  

内
線
３
５
６
４

　

在
宅
の
小
児
慢
性
特
定
疾
病
医

療
受
給
者
証
を
お
持
ち
の
児
童
が

よ
り
快
適
に
過
ご
せ
る
よ
う
、
電

気
式
た
ん
吸
引
器
や
吸
入
器
等
を

給
付
し
て
い
ま
す
。

事
前
申
請
が
必
要
で
す
の
で
、
ま

ず
は
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
世
帯
の
収
入
に
応
じ
て
購
入
費

用
の
一
部
負
担
が
あ
り
ま
す
。

※
小
児
慢
性
特
定
疾
病
医
療
費
制

度
に
つ
い
て
は
沖
縄
県
南
部
保
健

所
へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

☎（
８
８
９
）
６
９
４
５

▶場所 老人福祉センター

※詳しくは老人福祉センターへ問い合わせください。

【問い合わせ】 老人福祉センター ☎（８７９）５５０１

令和元年度敬老フェスタ
　高齢者の健康づくりと交流を目的に骨密度
測定会や筋トレ講習会等を開催します。

開催日 時　間 イベント内容
午後１時～午後４時9月17日（火） のど自慢大会

午前９時３０分～午後４時
【受付時間】
午前８時５０分～午前１０時５０分、
午後１時～３時

9月18日（水）

9月17日（火）
・18日（水）

・骨密度測定会
・体組成計
・健康指導

午前１０時～午後４時 栄養指導

午後１時～午後１時３０分
（健康相談は随時）

健康講話＆
健康相談

午前９時～午前９時３０分
（実技は午前１０時～午後３時）

筋トレ講習会
講話

午前９時～午後５時 訓練室無料開放

▲年金生活者支
援給付金制度
特設サイト
（厚生労働省）
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平
成
31
年「
緑
の
募
金
」の
報

告
と
お
礼

問
美
ら
ま
ち
推
進
課

☎  
内
線
４
０
６
３

　

平
成
31
年「
緑
の
募
金
運
動
」は

市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
ご
協
力

の
も
と
に
実
施
さ
れ
、
１
３
２
万

６
９
５
８
円
の
募
金
が
集
ま
り
ま

し
た
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　

こ
の
募
金
は
、
公
益
社
団
法
人

沖
縄
県
緑
化
推
進
委
員
会
で
取
り

ま
と
め
ら
れ
、
さ
ら
に
緑
化
の
国

際
協
力
等
の
事
業
を
推
進
す
る
た

め
に
活
用
さ
れ
ま
す
。
今
後
と
も
、

緑
の
募
金
運
動
へ
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

子
育
て
・
教
育

幼
児
教
育
・
保
育
の
無
償
化

問
保
育
課　

幼
児
教
育
・
保
育

無
償
化
専
用
窓
口

☎  

（
８
７
６
）7
2
0
1（
無
償
化

専
用
ダ
イ
ヤ
ル
）

　

幼
稚
園
・
保
育
所
・
認
定
こ
ど
も

園
な
ど
の
利
用
料
が
10
月
か
ら
無

料
に
な
り
ま
す
。

対
象

①
３
～
５
歳
児
ク
ラ
ス
の
子
ど
も

た
ち（
食
材
料
費
や
通
園
送
迎
費
・

行
事
費
は
無
償
化
対
象
外
で
す
。）

②
０
～
２
歳
児
ク
ラ
ス
の
住
民
税

非
課
税
世
帯
の
子
ど
も
た
ち

※
認
可
外
保
育
施
設
や
預
か
り
保

育
・
病
児
保
育
・
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
利
用
料
も
対
象

で
す
が「
保
育
の
必
要
性
」の
認
定

を
受
け
る
必
要
有
り
。

※
私
学
助
成
幼
稚
園
や
認
可
外
保

育
施
設
、
預
か
り
保
育
を
利
用
し

て
い
る
人
は
、
改
め
て
申
請
が
必

要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
保

育
課
へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

母
子
保
健
推
進
員
募
集

問
こ
ど
も
家
庭
課
母
子
保
健
係

☎  
（
８
７
５
）２
１
０
０

地
域
の
子
育
て
応
援
団
で
あ
る
母

子
保
健
推
進
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

活
動
内
容

●
乳
幼
児
健
診
等
、
母
子
保
健
事

業
へ
の
協
力

●
乳
児
家
庭
全
戸
訪
問
や
乳
幼
児

健
診
未
受
診
の
家
庭
へ
の
訪
問

●
そ
の
他
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
等

第
18
回
う
ら
そ
え
青
年
祭

問
う
ら
そ
え
青
年
祭
実
行
員
会

☎  

０
９
０（
８
２
９
２
）７
９
６
４

　

浦
添
市
内
青
年
会
を
中
心
と
す

る
各
団
体
が
一
堂
に
集
結
し
、
エ

イ
サ
ー
演
武
な
ど
を
披
露
し
ま
す
。

日
時　

９
月
15
日（
日
）午
後
４
時

～
午
後
９
時

※
悪
天
候
に
よ
る
延
期
は
10
月
27

日（
日
）

場
所　

Ａ
Ｎ
Ａ
Ｆ
Ｉ
Ｅ
Ｌ
Ｄ
浦
添

（
浦
添
市
陸
上
競
技
場
）

浦
添
市
学
校
給
食
費
補
助
金

交
付
事
業
の
ご
案
内

問
当
山
共
同
調
理
場

☎  

（
８
７
７
）１
２
１
７

市
内
在
住
の
市
立
小
中
学
校
に

在
籍
す
る
児
童
・
生
徒
の
保
護
者
を

対
象
に
、
平
成
31
年
度（
平
成
30
年

分
）の
合
計
所
得
金
額
が
１
８
０
万

円
以
下
の
場
合
、
保
護
者
か
ら
の
申

請
に
基
づ
き
諸
条
件
を
満
た
せ
ば

学
校
給
食
費
を
全
額
補
助
し
ま
す
。

追
加
申
請
受
付
期
間

12
月
27
日

（
金
）ま
で

提
出
先　

児
童
・
生
徒
が
在
籍
す

る
各
市
立
小
・
中
学
校

令
和
２
年
度
新
１
年
生
就
学
時

健
康
診
断

問
学
校
教
育
課

☎  

内
線
６
５
１
１

　

令
和
２
年
４
月
に
小
学
１
年
生

に
な
る
お
子
さ
ん
の
心
身
の
状
況

を
把
握
し
て
小
学
校
入
学
を
円
滑

に
行
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
幼

児
を
対
象
に
健
康
診
断
を
実
施
し

浦添市役所（代）☎（876）1234問問い合わせ先　☎　電話番号

ま
す
。

※
今
年
度
、
実
施
方
法
が
異
な
り
、

全
て
の
お
子
さ
ん
の
健
診
場
所
が

入
学
予
定
の
小
学
校
と
な
り
ま
す
。

（
健
診
場
所
・
日
時
は
通
知
書
に
記

載
）

健
診
実
施
日

10
月
３
日（
木
）～

11
月
28
日（
木
）

場
所

住
所
に
基
づ
く
入
学
予
定

小
学
校

対
象

平
成
25
年
4
月
2
日
～
平

成
26
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
子

※
市
内
に
住
所
が
あ
る
子
の
み
対

象
と
な
り
ま
す
。
市
外
か
ら
市
立

幼
稚
園
等
に
通
っ
て
い
る
子
は
対

象
外
で
す
。

※
詳
し
い
ご
案
内
は
9
月
上
旬
頃

に
通
知
書
・
就
学
時
健
康
診
断
票

を
送
付
し
ま
す
。

あ
な
た
に
伝
え
た
い
市
民
講
座

＜

全
５
回＞

問
教
育
総
務
課

☎  

内
線
６
０
６
２

　

第
３
回「
思
春
期
の
子
ど
も
の
脳

と
心
～
ス
マ
ホ
が
脳
に
与
え
る
影

響
～
」

思
春
期
の
子
ど
も
は
何
を
考
え

て
い
る
の
？
ス
マ
ホ
が
脳
に
与
え

る
影
響
も
気
に
な
り
ま
す
よ
ね
。

脳
で
何
が
起
こ
っ
て
い
る
の
か
を

わ
か
り
や
す
く
伝
え
ま
す
。

講
師

富
永

大
介
氏（
琉
球
大
学

名
誉
教
授
・
臨
床
心
理
士「
B
r
a

i
n
&
M
i
n
d
」）

日
時

９
月
19
日（
木
）午
後
７
時

～
午
後
９
時

場
所

浦
添
市
中
央
公
民
館
３
階

ホ
ー
ル

費
用

無
料

申
し
込
み

電
話
ま
た
は
中
央
公

民
館
窓
口
で
申
し
込
み（
定
員
１
０

０
人
）文

化
・
ス
ポ
ー
ツ

チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー
記
念
国
立

モ
ス
ク
ワ
音
楽
院「
日
露
交
歓

コ
ン
サ
ー
ト
2
0
1
9
沖
縄

公
演（
浦
添
市
公
演
）」

問
浦
添
市
文
化
芸
術
振
興
事
業

実
行
委
員
会
（
文
化
ス
ポ
ー
ツ
振

興
課
内
）

☎  

内
線
６
１
６
３
、６
１
６
４

　

世
界
的
な
音
楽
家
を
輩
出
す
る

音
楽
院
出
身
の
国
際
的
音
楽
家

ら
に
よ
る
大
人
気
の
コ
ン
サ
ー
ト
。

世
界
最
高
レ
ベ
ル
の
ク
ラ
シ
ッ
ク

音
楽（
チ
ェ
ロ
、
ピ
ア
ノ
、
ヴ
ァ
イ

オ
リ
ン
、
テ
ノ
ー
ル
、
ソ
プ
ラ
ノ
、

バ
ラ
ラ
イ
カ
）を
こ
こ
ろ
ゆ
く
ま
で

お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

日
時

10
月
10
日（
木
）午
後
７
時

開
演（
開
場
午
後
６
時
30
分
）

場
所

て
だ
こ
ホ
ー
ル（
大
ホ
ー
ル
）

入
場
料　

無
料（
入
場
の
際
に
は
入

場
整
理
券
が
必
要
で
す
）※
入
場
制

限
あ
り　

小
学
生
以
上

入
場
整
理
券
配
布
場
所

①
浦
添
市
役
所（
７
階
文
化
ス
ポ
ー

ツ
振
興
課
）②
て
だ
こ
ホ
ー
ル（
管

理
事
務
所
）※
1
人
５
枚
ま
で（
電

話
等
に
よ
る
予
約
・
入
場
整
理
券

の
郵
送
不
可
）

配
布
期
間　

９
月
９
日（
月
）か
ら

※
規
定
枚
数
に
達
し
次
第
終
了

2
0
1
9
年
度「
レ
ク
式
体
力

チ
ェ
ッ
ク
普
及
講
習
会
」

問
沖
縄
県
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

協
会

☎  

（
9
3
2
）9
8
7
0

　

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
運
動
の
一
環
と
し
て
、
自

分
の
健
康
状
態
や
体
力
を
知
る
こ

と
で
、
気
軽
に
運
動
す
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
心
構
え
を
養
い
ま
す
。

ま
た
、
つ
い
無
理
し
て
け
が
を
し

た
り
し
な
い
よ
う
、
健
康
を
損
な

う
等
の
防
備
策
と
し
て「
自
分
の
体

力
を
知
る
」
機
会
を
提
供
し
ま
す
。

日
時　

９
月
18
日（
水
）午
前
９
時

～
正
午

場
所　

浦
添
市
中
央
公
民
館

費
用　

無
料

※
普
及
指
導
員
を
希
望
す
る
場
合

は
認
定
料
が
1
人
千
円

持
ち
物　

室
内
靴
、
軽
装

申
し
込
み　

沖
縄
県
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
協
会
ま
で（
申
込
書
は
市
役

所
７
階
に
あ
り
ま
す
）

「
牧
港
地
域
の
散
策
」
参
加
者

募
集

問
浦
添
グ
ス
ク
・
よ
う
ど
れ
館

☎  

（
８
７
４
）９
３
４
５

　

牧
港
地
域
の
名
所
等
を
訪
ね
て

み
ま
せ
ん
か
？
う
ら
お
そ
い
歴
史

ガ
イ
ド
が
分
か
り
や
す
く
説
明
し

ま
す
。

日
時　

９
月
22
日（
日
）午
前
８
時

～
午
前
８
時
30
分
受
付

コ
ー
ス

お
も
ろ
の
碑
～
テ
ラ
ブ

の
ガ
マ
～
牧
港
の
御
嶽
～
牧
港
之

殿
～
牧
港
貝
塚
～
牧
港
遺
跡
～
ワ

ン
ペ
ー
チ
ン（
湾
親
雲
上
）屋
敷
跡

～
旧
牧
港
橋
～
牧
港
合
祀
祠
～
土

帝
君（
殿
内
山
）跡
～
軽
便
鉄
道
～

タ
チ
チ
ガ
ー
～
シ
マ
ヌ
カ
ー

集
合
場
所　
「
お
も
ろ
の
碑
」前
広

場（
牧
港
漁
港
内
）

対
象　

小
学
生
以
上（
た
だ
し
、
小

学
生
は
保
護
者
同
伴
）

費
用　

大
人
・
子
ど
も
共
に
１
人
３

０
０
円（
資
料
代
・
保
険
料
）

募
集
人
数

50
人（
先
着
順
）

募
集
期
間　

９
月
19
日（
木
）午
後

５
時
ま
で

申
込
方
法　

浦
添
グ
ス
ク
・
よ
う
ど

れ
館
に
電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。
※
月
曜
休
館

そ
の
他

55
歳
以
上
向
け
就
労
相
談
会

問
浦
添
市
グ
ッ
ジ
ョ
ブ
連
携
協

議
会

☎  

（
９
６
２
）９
２
５
２

　

人
生
1
0
0
年
時
代
と
言
わ
れ

る
今
。
人
生
の
キ
ャ
リ
ア
プ
ラ
ン

を
一
緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

内
容　

ラ
イ
フ
キ
ャ
リ
ア
プ
ラ
ン

の
作
成
・
就
労
相
談
会

日
時

9
月
4
日（
水
）・
18
日（
水
）・

10
月
2
日（
水
）午
前
10
時
～
正
午

場
所　

浦
添
市
役
所　

議
会
棟
1

階
1
0
2
・
1
0
3
会
議
室

対
象

55
歳
以
上
の
人

参
加
料　

無
料

定
員　

先
着
20
人

申
込
方
法　

電
話
で
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

※
要
事
前
申
し
込
み

※
求
職
活
動
実
績
対
象
セ
ミ
ナ
ー

■令和元年度 「国民健康保険税」および 「後期高齢者医療保険料」第3期納期限
令和元年度 『国民健康保険税』および 『後期高齢者医療保険料』第3期の納期限は９月30日 （月）です。納め忘れにご注意ください。
国民健康保険課国保税第2係 （内線３７１７～３７２２）、長寿いきいき係 （内線３７１２）

簡単ダウンロードは⬆
こちらから

沖縄の保育を応援する
情報発信アプリ「おき保」

▲浦添市学校給
食補助金交付事
業

誕生日が2013年4月2日～
2016年4月1日までの障がいのある子ども

2019年10月1日
～2020年3月31日

▼2019年度の対象者

【問い合わせ】 障がい福祉課 支援給付係 （内線☎3561、3562）

児童発達支援等の
利用者負担が無償化されます

3歳から5歳までの障がいのある子どもたちのための

・児童発達支援
・医療型児童発達支援
・居宅訪問型児童発達支援

▼無料となるサービス

※利用者負担以外の費用（医療費や、食費等の現在実費で負担しているもの）は
　引き続きお支払いいただくことになります。
※幼稚園、保育所、認定こども園等と、上記サービスの両方を利用する場合は、　
　両方とも無償化の対象になります。
※無償化にあたり、新たな手続きは必要ありません。

・保育所等訪問支援
・福祉型障害児入所施設
・医療型障害児入所施設

▼対象となる子ども
無償化の対象となる期間は、
「満３歳になって初めての４月１日から３年間」です。

時　期 対 象 者

10/1
START!

火
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浦添市役所（代）☎（876）1234問問い合わせ先　☎　電話番号

市
役
所
内
「
地
域
若
者
サ
ポ
ー

ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
相
談
窓
口
」

問
地
域
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
琉
球

☎  
（
９
１
７
）２
０
８
６

　

働
き
た
い
け
ど
…「
ど
う
し
て
い

い
の
か
わ
か
ら
な
い
」「
自
信
が
な

い
」
そ
ん
な
人
の
た
め
に
、
自
分

に
あ
っ
た
ペ
ー
ス
で
、
一
歩
ず
つ

前
に
進
む
こ
と
を
丁
寧
に
サ
ポ
ー

ト
し
ま
す
。

日
時　

９
月
24
日（
火
）午
後
２
時

～
午
後
５
時

※
毎
月
第
４
火
曜
日

場
所　

市
役
所
１
階
ロ
ビ
ー（
ふ
る

さ
と
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
向
か
い
側
）

対
象

15
歳
～
39
歳

※
保
護
者
や
学
校
関
係
者
、
支
援

機
関
関
係
者
か
ら
の
相
談
に
も
応

じ
ま
す
。

費
用　

無
料

シ
ニ
ア
世
代
の
た
め
の
職
場
見

学
会
（
沖
縄
労
働
局
委
託
事

業
）

問
建
築
資
料
研
究
社　

日
建
学

院　

沖
縄
校

☎  

（
８
６
１
）６
０
０
６

　

経
験
の
少
な
い
分
野
で
も
円
滑

に
再
就
職
で
き
る
よ
う
、
職
場
見

学
や
職
場
体
験
を
と
お
し
て
、
働

く
意
欲
の
あ
る
皆
さ
ん
の
就
職
を

サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

内
容　

緑
地
管
理（
見
学
）

日
時

9
月
26
日（
木
）１
、２
時
間

場
所　

那
覇
市

対
象

55
歳
以
上
の
人

参
加
料　

無
料

う
ら
そ
え
織
の
商
品
販
売
を
行
い

ま
す
。
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

日
時　

９
月
６
日（
金
）午
前
10
時

～
午
後
５
時

場
所　

市
役
所
本
庁
舎
１
階
ロ

ビ
ー

参
加
団
体　

浦
添
市
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
、
浦
添
商
工
会
議
所
、

う
ら
そ
え
織
協
同
組
合

自
衛
官
等
募
集
の
ご
案
内

問
自
衛
隊
沖
縄
地
方
協
力
本
部

那
覇
分
駐
所

☎  

（
８
６
３
）
５
２
８
０（
昼
間
）

自
衛
官
等
を
募
集
し
ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
ttp

://w
w

w
.m

o
d
.g

o
.jp

/
g
sd

f/jie
ik
a
n
b
o
sy

u
/

募
集
人
数　

３
～
10
人
程
度

申
し
込
み　

電
話
で
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

※
時
間
帯
や
場
所
等
の
詳
細
に
つ

い
て
は
、
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

会
え
る
、
見
つ
か
る
、
良
く
わ

か
る
！
適
職
発
見
フ
ェ
ア
（
就

職
説
明
・
面
接
会
）

問
適
職
発
見
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事

務
局

☎  

（
８
６
０
）８
９
０
０

　

す
べ
て
の
参
加
企
業
が
「
職
場

見
学
」
大
歓
迎
！
特
別
な
資
格
や

経
験
が
な
く
て
も
応
募
が
で
き
る
、

正
社
員
や
契
約
社
員
の
求
人
企
業

が
集
ま
る
就
職
説
明
・
面
接
会
で
す
。

日
時

10
月
4
日（
金
）午
後
1
時

15
分
～
午
後
4
時
30
分

場
所　

イ
オ
ン
モ
ー
ル
沖
縄
ラ
イ

カ
ム　

3
階
イ
オ
ン
ホ
ー
ル

対
象
者　

す
べ
て
の
求
職
者（
一
般

求
職
者
・
令
和
2
年
3
月
卒
業
予

定
の
学
生
）

参
加
料　

無
料

※
プ
ロ
カ
メ
ラ
マ
ン
に
よ
る
履
歴

書
用
写
真
撮
影
サ
ー
ビ
ス
有
り

※
専
門
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

に
よ
る
、就
活
力
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

や
個
別
相
談
コ
ー
ナ
ー
も
有
り

島
桑
関
連
商
品
の
販
売
会

問
産
業
振
興
課　

農
林
水
産
係

☎  

内
線
３
１
６
４

　

桑
の
日（
９
月
８
日
）に
合
わ
せ

て
、
市
役
所
１
階
ロ
ビ
ー
で
島
桑

関
連
商
品
の
紹
介
お
よ
び
販
売
を

行
い
ま
す
。
市
内
業
者
に
よ
る

島
桑
の
葉
や
実
を
使
っ
た
食
品
や
、

編
集
後
記

臨
時
職
員
募
集

問
職
員
課
人
事
係

☎  

内
線
２
０
６
１

【
資
格
を
要
し
な
い
も
の
】

一
般
事
務
・
建
築
職
・
土
木
職

【
資
格
を
要
す
る
も
の
】

学
芸
員
・
保
育
士
・
社
会
福
祉
士
・

生
活
保
護
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー（
社
会

福
祉
士
ま
た
は
社
会
福
祉
主
事
）・

技
術
職（
測
量
士
補
有
資
格
者
、
一

級
管
工
事
施
工
管
理
技
師
有
資
格

者
）技
術
職
臨
床
心
理
士
ほ
か

賃
金

一
般
事
務（
日
額
６
４
５
６

円
）、建
築
職
お
よ
び
土
木
職（
資
格

等
に
応
じ
て
決
定
し
ま
す
）、学
芸
員

（
日
額
6
8
1
7
円
）、
保
育
士（
日

額
１
万
円
※
短
時
間
勤
務
は
時
給
１

０
７
７
円
）、社
会
福
祉
士（
日
額
９

３
５
１
円
）、介
護
支
援
専
門
員（
日

額
９
３
５
１
円
）、技
術
職（
資
格
等

に
応
じ
て
決
定
し
ま
す
）、
技
術
職

臨
床
心
理
士（
１
万
円
）な
ど

通
勤
手
当　

日
額
１
０
０
円（
通
勤

距
離
が
２
キ
ロ
以
上
の
人
）

任
用
期
間　

６
か
月
以
内（
更
新
あ

り
の
場
合
は
、
更
新
前
も
含
め
て

最
長
１
年
）

受
付
期
間　

年
間
を
通
し
て
随
時

受
け
付
け

申
込
方
法　

所
定
の
申
込
書
に
必

要
事
項
を
記
入
、写
真
を
貼
付
し
、

職
員
課
人
事
係（
市
役
所
８
階
）へ

提
出
ま
た
は
郵
送
。（
申
込
書
は
職

員
課
で
配
布
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）※
欠
員
の

状
況
に
よ
り
採
用
さ
れ
な
い
場
合

も
あ
り
ま
す
。

鮮
や
か
で
発
色
の
良
い
絵
が
印
象
的

な
チ
ョ
ー
ク
ア
ー
ト
。
絵
心
が
無

く
て
も
描
け
る
と
い
う
。
今
回
体
験
こ
そ

し
な
か
っ
た
も
の
の
チ
ョ
ー
ク
ア
ー
ト
を

描
く
金
城
さ
ん
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
体

験
す
る
人
た
ち
の
夢
中
に
な
っ
て
い
る
姿

を
見
て
、
絵
心
な
い
私
も
挑
戦
し
て
み
た

く
な
っ
た
。
愛
す
る
人
へ
の
贈
り
物
に
挑

戦
し
て
み
よ
う
か
な
。　
　
　
（
上
江
洲
）

今
月
号
の
な
か
ゆ
く
い
は
、
子
ど
も
た

ち
の
笑
顔
が
目
立
ち
ま
し
た
。
部

活
動
を
頑
張
っ
て
る
子
、
夏
休
み
イ
ベ
ン

ト
に
参
加
す
る
子
、
宿
題
が
ん
ば
っ
て
い

る
子
。
み
ん
な
、
目
が
キ
ラ
キ
ラ
し
て
い

ま
す
ね
。
夏
休
み
を
満
喫
し
た
姿
が
眩
し

い
で
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
内
間
）

も
う
す
ぐ
モ
ノ
レ
ー
ル
が
浦
添
ま
で

つ
な
が
る
と
い
う
こ
と
で
度
々
モ

ノ
レ
ー
ル
が
テ
ス
ト
運
転
し
て
い
ま
す
ね
。

前
田
駅
と
て
だ
こ
浦
西
駅
の
間
の
ト
ン
ネ

ル
に
入
る
と
こ
ろ
で
は
、
モ
ノ
レ
ー
ル
が

車
の
す
ぐ
そ
ば
を
並
ん
で
走
っ
て
い
る
よ

う
で
し
た
！
道
も
ど
ん
ど
ん
変
わ
っ
て
き

て
、
駅
の
周
辺
も
何
が
で
き
る
の
か
楽
し

み
で
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
棚
原
）

な
ぞ
な
ぞ
で
す
。
待
た
な
い
で
す
ぐ

乗
れ
る
乗
り
物
っ
て
な
ん
で
し
ょ

う
か
？
こ
た
え
は
モ
ノ
レ
ー
ル（
も
う
乗

れ
ー
る
）。
さ
て
、い
よ
い
よ
モ
ノ
レ
ー
ル

が
浦
添
ま
で
延
長
さ
れ
ま
す
ね
。
て
だ
こ

浦
西
駅
は
他
の
駅
と
は
一
線
を
画
し
、
近

未
来
的
な
外
観
で
わ
く
わ
く
し
ま
す
。
ゆ

い
レ
ー
ル
初
の
ト
ン
ネ
ル
も
あ
る
の
で
、

市
民
の
方
々
も
是
非
、
車
窓
か
ら
浦
添
の

景
色
を
眺
め
て
み
て
く
だ
さ
い
。　（
上
原
）

い
よ
い
よ
10
月
に
モ
ノ
レ
ー
ル
が
浦

添
に
開
通
し
ま
す
ね
。
浦
添
前
田

駅
か
ら
て
だ
こ
浦
西
駅
へ
の
走
行
時
は
ト

ン
ネ
ル
を
通
過
す
る
み
た
い
で
す
！
新
し

い
感
覚
が
味
わ
え
そ
う
で
わ
く
わ
く
し
ま

す
ね
。
多
く
の
人
が
モ
ノ
レ
ー
ル
を
利
用

し
て
浦
添
に
足
を
運
ん
で
く
れ
た
ら
う
れ

し
い
で
す
。
は
～
、
開
通
が
待
ち
遠
し
い

で
す
！　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
比
嘉
）

９月5日（木）
～30日（月）

10月26日（土）・
27日（日）

防衛医科大学校
医学科学生

防衛医科大学校
看護学科学生
（自衛官候補看護学生）

高卒
（見込含）
21歳未満

11月9日（土）・
10日（日）

防衛大学校学生一般

10月19日（土）

種　目 受験資格 受付期間 試験日（１次 ）

【問い合わせ】 健康づくり課 （☎（８７５）２１００）

浦添市国保健康ポイント事業の
前期受付は10月15日（火）まで！

●対象者…国民健康保険加入の30～74歳（令和2年3月31日時点） 　

▼応募方法▼
❶ポイントカードをＧＥＴ
　保健相談センター、市役所総合案内で
　配布。ホームページからダウンロード。
❷１００ポイントためよう。
❸応募しよう。
　【応募場所】保健相談センター
　【持参する物】国民健康保険証、受診の
　確認できる領収書や受診結果等、ポイ
　ントカード※ポイントカードへの押印は保健
　相談センターで。

❹特典をＧＥＴ
　抽選で80人に、3,000円相当の商品
　券・特産品が当たる。 
　【前期抽選日】10月16日（水）
　 ※後期応募など、詳しくは市ホームページをご覧ください。

歯周病検診受診または
歯科受診、健診結果に基
づく保健指導を受ける

▼ポイント対象事業一覧

20
ポイント

各がん検診受診（肺・
胃・大腸・乳・子宮）

10
ポイント

30代健康診査受診70
ポイント

特定健診受診60
ポイント

↑上記いずれかは必須項目

必須項目

100ポイントためて応募しよう！　

抽選で3,000円相当の商品券・特産品が当たる！健康ポイントを

ただいま。わたしのルーツ「うらそえ」
令和元年度 南米移住者子弟研修生受入事業

ブラジルとペルーから
浦添と南米の架け橋として

　ハイタイ。私は伊祖出身四世のカロリナです。私
は今回初めて自分のルーツである沖縄、浦添の地
を訪れることが出来ました。私は料理にとても興味
があり、将来、ブラジルに住む県系子孫のため沖縄
料理の本を出版したいと考えています。料理だけで
はなく、踊ること、新しい場所につ
いて学ぶこと、言語の勉強をする
ことも大好きです。研修をとおし
て、新しい人と出会い、沖縄と
の絆を深めたいと思っていま
すので、街で見掛けたら、気
軽に声を掛けてください。

出身国 /ブラジル
趣　味 / 料理・踊り

澤岻カロリナ・カツミ

 Hola !私は屋富祖出身四世のエミリです。3年前
に開催された「第6回世界のウチナーンチュ大会」
に参加し、その時に私のルーツである沖縄、そして
浦添に強く興味を持つようになりました。私は5年
前からエイサーを習い始め、今ではエイサーがとて
も大好きです。日本語や沖縄文化の
習得に一生懸命励み、一つでも多
くのことをペルーに持ち帰りたいで
す。そして、これら貴重な体験を通
じて、浦添とペルーの架け橋とな
れるよう頑張りますので、どうぞ
よろしくお願い致します。

出身国 /ペルー
趣　味 /踊り・歌

宮城大城エミリ・乃恵

問い合わせ/国際交流課（内線☎2611）

出身国 /ブラジル
澤岻カロリカロリナ・カツミ

Brazil

Peru

　戦前戦後をとおして多くの移民を送り
出してきた浦添市では、その子弟を研
修生として招聘し、各種研修を実施して
います。研修生は、滞在期間中、日本語
研修の他、琉球舞踊や三線などの沖縄
文化も学びます。これらの研修をとおし
て、沖縄文化に対する理解を深めてもら
うと同時に、沖縄文化の継承、そして、
本市と移住先国との架け橋として活躍
することが期待されています。市民の皆
様、街中で２人を見掛けることがありまし
たら、激励の声をよろしくお願いします。

研修期間/8月9日（金）～12月6日（金）



見
や
す
い
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル

デ
ザ
イ
ン
フ
ォ
ン
ト
を

採
用
し
て
い
ま
す
。

を販売します！
プレミアム付商品券

❶対象者に購入引換券が郵送で届く

• 購入期間/令和元年１０月１日から令和2年１月３１日
• 購入引換券１枚につき、１冊5,000円分（販売額4,000円）を5冊まで購入できます。
• 商品券販売店舗は郵送で案内します。ホームページからも確認できます。

❷市役所または商品券販売店舗に購入引換券を持参し、商品券を購入する。

• 利用可能店舗は郵送で案内します。ホームページからも確認できます。
• プレミアム付商品券加盟店ポスターが貼ってある店舗で使用できます。

❸利用可能店舗で商品券を利用する。

浦添市プレミアム付商品券事務局
☎（851）3406
浦添市プレミアム付商品券事務局
☎（851）3406

問い
合わせ

・手数料の請求を行うことはありません。
・ATMの操作をお願いすることはありません。
・世帯情報の照会を問い合わせることはありません。

プレミアム付商品券事業を
装った特殊詐欺個人情報の
搾取にご注意ください。

商品券利用までの流れ

・2019年度で住民税非課税の人
※住民税課税者と生計を同一にする配偶者、扶
　養親族および生活保護受給者などは除く。
※対象者1人につき、5冊まで購入できます。

2016年４月２日から2019年９月30日
の間に生まれた子がいる世帯の世帯主
※対象の子1人につき、5冊まで購入できます。

■住民税非課税の人

■子育て世帯

1冊5,000円分（500円券×
10枚）を4,000円で販売

販売
単位

購入対象者

１０月予定の消費税引き上げ
による低所得者・子育て世帯
の消費に与える影響緩和の
一つとして「プレミアム付商
品券」を販売します。商品券
を購入するためには、「購入
引換券」の提示が必要です。• ９月中旬ごろから順次発送します。

• 対象者「子育て世帯」は申請不要です。
• 対象者「住民税非課税の人」は申請が必要です。申請期限/11月30日（土）消印有効

詳しくは、購入引換券同封の案内または市ホームページをご覧ください。

©Mitsuaki Iwago

●主催：沖縄タイムス社　●共催：浦添市教育委員会

9月6日（金）   10月27日（日）

9月7日（土）①午前11時～②午後2時～

時　間：午前9時30分～午後5時
　　 （最終入館は午後4時30分）
　　 ※金曜日は午後7時まで（最終入館は午後6時30分）
　　　 ※月曜日休館、ただし9月16日、23日、10月14日は開館

入場料：一　般/当日800円（前売り・団体650円）
　　　 小中高/当日400円（前売り・団体300円）

会　場：
　　　 浦添市仲間1丁目9番2号　☎（879）3219

※未就学児無料、ただし保護者同伴
※団体は10人以上から
※小学生以上で障害者手帳をお持ちの人は無料。
　（１人につき介助者１人までは無料）

沖縄タイムス社営業局企画事業部
☎（860）3573（平日午前10時～午後6時）

問い合わせ

開催日

ー岩合光昭氏によるサイン会を行いますーサイン会
岩合光昭の

※各回200人限り。サイン会参加付き特別入場券　
　（800円）と、当日会場で購入の書籍が必要。
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